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（参考第２号）                      

 

提出された意見等及びそれに対する市の考え方 

【こどもパブリックコメント】 

案件名：都城市こども計画（案） 

募集期間：令和６年１２月２日から令和７年１月６日 

意見等提出件数：２０８件 

項目 意見等の内容 件数 市の考え方 

やっていくこ

と１ 

こどもの・若者

の健やかな成

長 

（こどもむけ

説明資料 P4）

（こども計画

P65～P68） 

○「こどもが意見を言え

る機会をつくり」ではな

く、「こどもの意見を尊重

し」に変えた方が良いと

思う。 

1 市がこども・若者のみなさんのための事

業や計画を進めるときには、みなさんの

考えや意見を尊重していきたいと考え

ています。そのためには、まず、みなさ

んがどのようなことを考えたり、必要と

しているのか、みなさんの意見を聞くこ

とが大切になります。おとなだけで考え

るのではなく、みなさんが自分の意見を

述べることができる場や機会を作り、そ

の意見を生かしていきたいと考えてい

ます。 

〇学校の校則について意

見を述べたい。 

2 校則は、必要かつ合理的な範囲内で制定

しています。 

また、各学校において、児童生徒や保護

者等が何らかの形で参加しながら、校則

の見直しを行っているところです。 

教育委員会としては、社会通念や社会環

境の変化、児童生徒の総意に伴って、絶

えず校則を見直すよう、継続して働きか

けていきます。 

〇運動して遊べる施設、

勉強できる場所など、こ

どもの遊び場・居場所を

増やしてほしい。 

9 こども・若者のみなさんが幸せを感じな

がら健やかに成長できるように、遊びや

勉強、体験・交流などができる遊び場や

居場所づくりを進めていきます。そし

て、みなさんが安全で楽しく、充実した

時間が過ごせるように施設や備品の整

備を行っていきます。 

〇児童館のおもちゃやイ

ベントを増やし、児童館

の設備をもっと充実させ

3 児童館では、こどもたちが喜ぶおもちゃ

や楽しい行事を用意しています。これか

らは、みなさんの意見を取り入れなが
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てほしい。 ら、さらに楽しい児童館にするために、

新しいアイデアを考えていきます。 

〇公園の遊具を増やし、

整備もしっかり行ってほ

しい。 

6 公園は、こどもからお年寄りまで、だれ

でも自由に体を動かしたり、休憩したり

する場所です。 

公園には遊具のほかにも広場やトイレ、

休憩できるベンチなどがあります。 

特に遊具は、みなさんにずっと長く遊ん

でもらえるように、安全点検をしなが

ら、古くなった遊具を修理をしたり、新

しいものに交換したりして、大切に使用

してきました。 

現在ある公園が充実した遊び場になる

ようにしたいと考えています。 

そして、だれでも楽しく安全に公園で過

ごせるように、遊具などの公園施設の管

理や整備を行っていきます。 

〇家族以外に相談できる

人は思い浮かばないし、

なかなか相談に踏み切れ

ない人もいると思う。 

〇プライバシーが守られ

て、安心して相談できる

場所があると良いと思

う。自分の意見や考えを

伝えるアンケートを行っ

たり、相談ボックスを設

置したりすると意見が出

やすく、相談もしやすい

と思う。 

17 みなさんが困ったり、迷ったりしたとき

に、一人で抱え込むことがないよう、気

軽に安心して相談ができる窓口を広く

お知らせしていきます。県や市をはじ

め、いろいろな機関が、それぞれの得意

分野を生かしてみなさんの悩みや困り

ごとを解決できるように協力していき

ます。また、今後もアンケートなどでみ

なさんの意見や困りごとなどを聞いて

解決できる方法を考えていきます。 

やっていくこ

と２ 

困難な環境に

あるこども・若

者への支援 

（こどもむけ

説明資料 P5） 

（こども計画

〇給食費を無償化した

り、誰でも病院に行ける

ようにしてほしい。 

6 都城市では、現在、すべての生徒・児童

のみなさんの給食費を無料にすること

は考えていませんが、経済的理由などで

援助が必要な世帯については、給食費を

支給する制度があります。 

また、子ども医療費助成制度という、市

内の中学生までのこどもの医療費が無

料という仕組みがあります。15歳までの
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P69～P76） こどもであれば誰でも、病院で支払う保

険診療内の医療費が無料になっていま

す。 

〇参加費無料の勉強会を

開いたり、その時にあわ

せてカウンセリング（相

談）を受けれるようにし

たら良いと思う。 

1 市内１５地区２７か所で、地域の人が集

まってボランティアで児童生徒のみな

さんに勉強や生活習慣を身につけるお

手伝いをしています。そのほとんどが参

加費無料です。そこではカウンセリング

は行っていませんが、市では、みなさん

が困ったり、迷ったりしたときに、安心

して相談ができる窓口を広くお知らせ

していきます。 

〇（不登校の人に対し）

リモートやインターネッ

トを使ったオンラインの

授業をする。 

○いじめがあったと聞く

ときがあるからもっとい

じめの対策をしたほうが

いいと思う。 

〇ニュースでも宮崎県は

不登校の人が増えている

とよく聞く。学校に来れ

ていない人がたくさんい

る。 

20 不登校やいじめについては、早く気づい

て、その人の気持ちに寄り添って対応し

ていく必要があります。そこで、学校に

は、スクールカウンセラーやスクールソ

ーシャルワーカーといった相談の専門

家がいて、学校のことだけでなく、学校

以外のことも何でも相談することがで

きます。また、学校に来れない人のため

には、オンライン授業が受けられるよう

に準備したり、学校以外の学びの場を増

やしたりしていきたいと考えています。 

今後も、本人が一人で悩みを抱え込まな

いように、安心して相談できる人や場

所、学びの場を増やす方法を考えていき

ます。 

○障がいや持病があるこ

と、外国にルーツがある

こと、ＳＯＧＩ（性的指

向や性自認）のことなど、

他の人と違うことに対す

る周りの人の理解や必要

に応じた配慮が大事だと

思う。 

4 本市では、様々な生きづらさを抱えた方

を含め、すべての人がお互いを尊重し多

様な生き方を認め合うことができる社

会づくりを目指し施策に取り組んでい

ます。その中で、男女共同参画社会の実

現と人権尊重の意識を深く根付かせる

ための、出前講座や人権啓発講演会の開

催、広報誌や市ホームページによる広

報・啓発活動を積極的に行っています。  

 また、言葉の壁や文化・習慣の違い、

偏見・誤解などに直面している外国人市
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民のために、市ホームページ等の多言

語・やさしい日本語化や、日本語学習支

援、生活安全交流会実施等、外国人市民

が本市でよりいきいきと安全・安心に暮

らせるような多文化共生事業に取り組

んでいます。 

やっていくこ

と３ 

地域における

こども・若者、

子育て家庭へ

の支援 

（こどもむけ

説明資料 P5）

（こども計画

P77～P79） 

〇街灯をもっと増やした

方がいい。部活などで遅

くなると暗くて危険な時

があります。 

8 街灯は、夜間の犯罪や事故などの危険を

防止するためにとても重要なものです。

中でも、防犯灯と言われる街灯は、それ

ぞれの地域の自治公民館等が住民の意

見を聞きながら設置しており、その取付

や管理には市の補助金が活用されてい

ます。地域の安全は自分たちで創り出そ

うという住民ひとりひとりの防犯意識

の高まりが、地域の力で設置される防犯

灯に反映されています。 

〇こどもが安全に通学で

きるように道路や歩道を

しっかりと整備してほし

い。 

8 こどもたちが安全に通学できるように、

毎年、学校の先生、地域の方、警察、市

役所が協力して、定期的に通学路の点検

を行い、危ない場所の手直しを行ってい

ます。これからも、こどもたちが安全に

通学できるように、道路や歩道の整備を

進めます。 

〇関わりを深めるために

ボランティアで掃除をし

たり、公民館の集まりに

参加すればいいと思う。 

2 住みよいまちであるために、お互いに助

け合い、協力することはとても大切なこ

とです。地域での自治公民館活動やボラ

ンティア活動に参加する人が増えれば、

地域のいろいろな課題を自分のことと

して考え、解決に向けて取り組む気持ち

が生まれます。地域によっては「子ども

まち協」での取組も行っており、こども

たちに生まれ育ったまちの地域づくり

に携わることによって、地域愛を育む取

組を行っています。 

 

やっていくこ

と４ 

こどもの誕生

〇子育てをする世帯に今

よりももっと手厚いサポ

ートをした方がいい。 

11 妊娠、出産、その後の育児については、

切れ目のない支援を実施しています。今

後もニーズにあった支援につなげ、誰も
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前から幼児期

の支援 

（こどもむけ

説明資料 P6）

（こども計画

P80～P84） 

が安心して子育てできるような環境づ

くりをしていきます。 

〇母親が相談できる場所

を作った方がいい。こど

もと関わる機会の多い保

育園や幼稚園に相談でき

るといい。 

4 都城市保健センターでは、「母子保健コ

ーディネーター」が妊娠から出産、子育

てまで幅広い支援をしていて、都城市子

育て世代活動支援センターぷれぴかで

は、「子育てコンシェルジュ」が、子育

てに関する情報提供や相談を行ってい

ます。このほかにも市内には保健センタ

ーや子育て支援センターが複数あって、

相談業務を行っています。また、各乳幼

児健診や各家庭への訪問などにおいて

も、保健師等が相談を行っています。 

保育所などにおいては、地域の要望に応

じて育児に関する相談や子育て支援活

動等の取組みを行うことが必要となっ

ています。市内の保育所などにおいて

も、ほとんどの施設が行っており、身近

で相談できる環境づくりを進めていま

す。 

〇赤ちゃんやお母さんが

休める場所があるとい

い。 

2 出産後は、心身の急激な変化に慣れない

育児も重なり、お母さんの心と体は不安

定な時期です。出産後におけるお母さん

の体の回復と心の安定を図るために、病

院や助産院などに日帰りまたは宿泊し

たり、助産師が自宅に訪問して、お母さ

んの体のケアや赤ちゃんのお世話の指

導をするサービスがあります。 

〇妊娠した人のお世話や

サポートをしてあげると

いい。 

1 出産後に育児の不安があるお母さんや

心身のケアが必要なお母さんを対象に、

安心して子育てできるように助産師な

どのサポートによる産後ケアを実施し

ています。また、家事・育児に不安があ

る妊産婦及び子育て世帯を対象に子育

て世帯訪問支援事業を実施しています。 

〇離婚した後に、一人で

子育てしている人のサポ

ートをしてほしい。 

2 ひとり親世帯が自立して安心して子育

てできるよう、就労支援のほか、児童扶

養手当や母子及び父子家庭医療費の助
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成などの経済的支援、病気などで一時的

に日常生活を過ごすのが難しい時に、家

事や子育てのお世話をする生活支援を

行っています。 

〇移住してくる人もいる

ので、保育所や幼稚園を

増やしたり、広くしたり

して、受け入れられる人

数を増やしたらどうか。 

〇仕事場から近いところ

に保育所があればいい。 

〇保育所の中に学童があ

れば、兄弟で一緒保護者

と帰れるからいい。 

6 将来のこどもの人数や入所状況を見な

がら、計画的に受け入れられる人数を確

保していきます。また、受け入れる人数

を増やすために新たに施設を作ったり、

作り直したりする場合は支援していき

ます。 

〇保育園や幼稚園の先生

を増やす取組をした方が

いい。 

2 市内で働く保育士等を確保するために、

新たに保育園等に就職する人に支援金

を助成したり、保育士の代わりに掃除や

行事の準備などをお手伝いする方を配

置することで、本来の保育業務に専念し

てもらうなどの取組を進めています。 

〇保育園や幼稚園の入学

金を減らしてほしい。 

1 入学金については、どこも取っていませ

ん。入学時にかかる費用については、実

費としてかかるお金（制服・体操服・帽

子、お便り帳等）、その施設として特別

にかかるお金（英語や体操教室を行う費

用等）があります。この金額については、

各施設で必要だと判断して徴収してい

ますので、減らすことは難しいと考えま

す。 

〇保育園や幼稚園が適切

に保育・教育されている

か現場を見てほしい。 

1 保育園などでの保育状況が安全・適切に

されているか、県や市などの行政機関が

定期的に監査しています。また、不適切

な事例が通報された際には、施設に対し

て聞き取り調査を実施しています。 

 

やっていくこ

と５ 

学童期・思春期

〇学習環境の整備や学校

内の設備を充実させてほ

しい。 

17 こどもたちが健やかに成長できるよう、

引き続き、学習環境、学校施設の整備や

設備の充実に努めていきます。 
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の支援 

（こども向け

説明資料 P6）

（こども計画

P85～P88） 

〇運動して遊べる施設、

勉強できる場所など、こ

どもの遊び場・居場所を

増やしてほしい。また、

児童館の設備充実も行っ

てほしい。 

25 こども・若者のみなさんが幸せを感じな

がら健やかに成長できるように、遊びや

勉強、体験・交流などができる遊び場や

居場所づくりを進めていきます。そし

て、みなさんが安全で楽しく、充実した

時間が過ごせるように施設や備品の整

備を行っていきます。 

〇スポーツができる公園

を増やすことや遊具をも

っと充実させてほしい。 

7 市内には、たくさんの公園があります

が、その中の都城運動公園と山之口運動

公園は、スポーツ施設を新しく整備して

いて、これから、たくさんの人に運動や

スポーツを楽しんでもらえると考えて

います。 

また公園は、こどもからお年寄りまで、

だれでも自由に体を動かしたり、休憩し

たりする場所です。 

みんなが公園で運動をしたり、遊んだり

して充実した時間を過ごせるように、遊

具などの公園施設の管理や整備を行っ

ていきます。 

〇部活の時間が決められ

ているので、増やしてほ

しい。 

1 部活動の活動時間は、本市教育委員会が

定める部活動の在り方に関する方針に

則り、平日は 2時間程度、学校の休業日

（学期中の週末を含む）は 3時間程度と

定められています。したがって、それぞ

れの学校では、決められた時間の中で、

合理的でかつ効率的・効果的な活動を行

うよう努めていただいています。 

○教員数の増加や教育環

境をより良くするための

取り組みなどはあるか。 

1 教職員の配置につきましては、県の人事

方針によって配置されます。市としまし

ては、学習や学校生活の支援を行う、特

別支援教育支援員や日本語サポーター

などの支援員の配置を行っております。 

〇市の陸上競技場のトラ

ックを土からタータン

（ゴム製）に替えてほし

い。 

1 現在、令和９年に本県で開催される国民

スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会

に向け、山之口運動公園に第１種陸上競

技場、第３種陸上競技場が整備されてい

ます。どちらも全天候型トラック（ター
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タン）の競技場となっています。第３種

競技場については、都城運動公園陸上競

技場に代わる本市のメイン陸上競技場

として、市内の大会や練習での利活用を

進めていきます。 

 都城運動公園の陸上競技場について

は、現在、全天候型トラックの整備計画

はありませんが、市民の方々や、部活動

等での陸上競技利用が多くあるため、管

理者によるトラックの転圧作業等の日

常管理だけでなく、定期的に土の入れ替

えやラインテープの張り直し等の整備

も実施し、トラックコンディションの保

全を進めていきます。 

〇不登校のこども達の居

場所作りなどのサポート

をしてほしい。 

3 不登校の早期解決に取り組むため、スク

ールカウンセラーやスクールソーシャ

ルワーカーなどと連携するとともに、ス

プリング教室や青空ラボ、市立図書館な

ど、不登校の児童生徒の多様な学びの

場・居場所を確保していきます。 

〇学校へ登校できないこ

どもへの手助けはたしか

に必要だけど、無理に勉

強や関わりを持たせるよ

り、自分がしたいことを

するなど、そのこどもの

意見も尊重するべきだと

思います。 

2 不登校の支援については、それぞれの困

り事や悩み事に寄り添いながら、目標を

設定することが大事だと考えています。

学校への登校だけを目標とするのでは

なく、不登校の児童生徒の意見も尊重し

ながら目標を設定する教育相談を実施

するとともに、多様な学び方を選択でき

るような居場所を確保していきます。 

〇お父さんが外国人なの

で私も外国人と言われる

事があります。国際交流

の機会をもっと増やした

り、同じ立場のお友達と

話したりする機会がある

といい。 

1 都城市に住んでいる外国人の市民や都

城市を訪れる外国人旅行者に向けた情

報を発信しながら、人種や国籍を超えた

市民交流を通じて国際化を推進し、多文

化共生の理解を促進するために、都城市

国際交流センターを設置しています。 

国際交流センターでは、今後も市民の国

際交流の機会をつくり、イベント等の周

知を進めていきます。 
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やっていくこ

と６ 

青年期の支援

（こども向け

説明資料 P7）

（こども計画

P92～96） 

〇高校や大学などに行く

ための費用を支援してほ

しい。大学費用を貯金で

きるように、それまでの

給食費や医療費を無料に

してほしい。 

5 文部科学省は「高等学校等就学支援金制

度」を行っており、この制度で高校の授

業料が実質無償化されています。また、

大学等の高等教育機関へ進学を希望す

る場合、公益財団法人都城育英会の貸与

型奨学金「都城三股みらい応援奨学金」

があります。さらに「高等教育の修学支

援新制度」があり、進学を希望する学生

に給付型奨学金の支給と授業料等減免

の支援を行う制度もあります。高校や大

学などで学びたいのに、学校へ行く費用

を支払うことが難しくて進学をあきら

めることがないように、奨学金による支

援や制度の周知をしていきます。 

また、児童手当の支給要件の改正によっ

ては、大学生を育てている家庭の一部や

高校生がいる世帯で、支給額の増額が行

われています。給食費については、現在、

すべての児童・生徒のみなさんの給食費

を無料にすることは考えていませんが、

経済的理由などで援助が必要な世帯に

ついては、給食費を支給する制度があり

ます。さらに、子育てを行っている世帯

に対して、病院にかかった時の医療費を

中学生世代まで無料にしたり、保育園な

どに行く費用を無料にするなど、費用負

担の軽減を図ることで、経済的な支援を

行っています。  

〇高校や大学に進学する

にあたって、在学生や市

外に進学した人の話が聞

けるといい。 

2 高校への進学を決める際に、各中学校で

高校説明会が行われ、在校生が説明に来

ることもあります。中学生が現役高校生

の話を直接聞ける機会を増やすなど、進

路選択に役立つ情報提供を充実させて

いきます。 

〇市外に進学した人が都

城に帰ってきて就職する

ための支援があるとい

い。 

1 都城市では、若い人たちが住み続けてく

れるように、いくつかの助けをしていま

す。 

１．お金の助け：大学などを卒業して都
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城市に住んで、市内で働く人には、学校

で借りたお金（奨学金）を返すのを手伝

います。 

２．お仕事体験のサポート：都城市の会

社でお仕事を体験したい人には、そこま

での交通費やホテル代を助けます。 

３．お仕事を探す手伝い：都城市や近く

の町と協力して、仕事を探している人と

会社が出会える場所を作ります。 

４．Uターン、Iターン、Jターンの応援： 

○U ターン：都城市で育った人が、外に

出た後に戻ってくること 

○I ターン：他の場所から都城市に来て

住むこと 

○J ターン：都城市の近くの町や市で育

った人が、外に出た後で都城市に来て住

むこと 

これらの助けで、若い人たちが都城市に

住んで、働いてくれることを願っていま

す。都城市をもっと元気で楽しい町にす

るためです。 

〇出会いの場まではいら

ないと思う。 

○出会いの場を作るのは

いいと思う。 

2 都城市では、婚活を応援している団体と

協力しながら、出会いの機会が少ない若

者に対して、婚活イベントやセミナー実

施による出会いの場（機会）を提供し、

若者の婚活を応援しています。 

これからも、都城市と協力して婚活イベ

ントを開催してくれる団体を増やして、

様々な内容の婚活イベントを開催して

いきたいと考えています 

〇相談する場所を作るこ

とは良いことだが、実際

に相談することは勇気が

必要だから利用する人は

少ないと思う。 

1 悩みや不安を抱える若者本人が、直接出

向いて相談することが難しい場合は、自

宅訪問による相談やその家族からの相

談も受け付けています。また、県の相談

機関ではオンラインによる相談を受け

ているため、活用していただけるよう周

知を図っていきます。 
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〇都城市内や学校の近く

に相談施設をもっと作っ

てほしい。 

1 市内には就労や福祉などのそれぞれの

専門の相談窓口の他に、各地区の地区社

会福祉協議会による福祉なんでも相談

を開設するなど、身近な場所でも相談を

受けられるような体制を整えています。

それらの窓口を活用してもらうよう周

知を図っていきます。 

〇パートナーシップ制度

の導入について考えてほ

しい。 

1 パートナーシップ制度の導入につきま

しては、まずは性的マイノリティの方へ

の市民の理解促進を図り、制度導入に見

合う土壌をつくることが重要であると

考えています。そのための出前講座や講

演会の実施、センターだより発行、パネ

ル展の実施等広報・啓発活動に取り組ん

でいます。 

やっていくこ

と７ 

子育て期の支

援 

（こども向け

説明資料 P7）

（こども計画

P92～P96） 

○こどもが病気をしたと

きにかかる費用を高校生

まで支援してほしい。 

3 都城市での子どもの医療費助成は、令和

５年４月から中学生世代までの医療費

を完全無料化しています。現時点では、

高校生までの拡充を行うための調査は

行っていませんが、ほかの市町村との差

がなるべく大きくならないように情報

収集を行いながら、医療費助成の拡充に

ついて見定めていきたいと考えていま

す。 

〇母子家庭や父子家庭の

人たちも暮らしやすいよ

うに病院代などの費用の

支援をした方がいい。 

1 ひとり親世帯が安心して子育てできる

ように、就労支援や児童扶養手当、母子

及び父子家庭医療費の助成などの経済

的支援、病気などで一時的に日常生活を

過ごすのが難しい時に、家事や子育ての

支援をする生活支援を行っています。 

○高校や大学などに行く

ための費用を支援してほ

しい。 

4 文部科学省は「高等学校等就学支援金制

度」を行っており、この制度で高校の授

業料が実質無償化されています。また、

大学等の高等教育機関へ進学を希望す

る場合、公益財団法人都城育英会の貸与

型奨学金「都城三股みらい応援奨学金」

があります。さらに「高等教育の修学支

援新制度」があり、進学を希望する学生
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に給付型奨学金の支給と授業料等減免

の支援を行う制度もあります。高校や大

学などで学びたいのに、学校へ行く費用

を支払うことが難しくて進学をあきら

めることがないように、奨学金による支

援や制度の周知をしていきます。 

○こどもが病気でお仕事

を休んだ時に、その日の

分の給料を払ってあげた

り、病気のこどもが行け

るところを作ってほし

い。 

2 赤ちゃんを育てる時期やこどもが病気

の時などに仕事を休めるよう、働きなが

ら子育てしやすい環境を作るために啓

発をしていきます。 

また、こどもが病気で仕事をどうしても

休めないときに、こどもを預けられる施

設がありますので、必要なときに使うこ

とができるよう施設を確保したり、多く

の人に知ってもらうよう取り組みます。 

〇学校の先生は子育てし

にくいし、会社員も家庭

のことを言いづらい。 

1 仕事と子育てが両立できるように、お母

さんだけでなくお父さんも育児で休み

やすい環境づくりを進めるために、関係

する機関と啓発していきます。 

〇公民館の業務負担をも

っと軽くしてほしい。 

1 地域の仕事は、地域の住民の方と行政で

協力しないと解決できないことが多く

あり、行政のみでは解決するのが難しい

こともあります。自治公民館には、その

地域に住んでいる人たちがより良く生

活するためのお仕事をして頂いており、

行政と自治公民館は地域づくりのパー

トナーとして、協力しながら地域の仕事

をしているところです。 

その他 〇わかりやすいように具

体的にした方がよい。 

8 こどもパブリックコメントでご覧いた

だいた「こども向け説明資料」について

は、みなさんが理解しやすいように、で

きるだけ難しい言葉や専門用語を使わ

ず、表現方法を工夫し、短い文書にまと

めています。そのため、抽象的で分かり

にくい部分があったと思います。 

「都城市こども計画」本体には、令和 7

年度～令和 11 年度の 5 年間で本市が行

う事業等について、くわしく掲載してい
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ます。今後、みなさんに分かりやすく御

紹介できる機会なども考えていきたい

と思います。 

 


